
MACF 礼拝説教要旨 

 2025 年 8 月 24 日 

 

「いのちがけの愛と赦し」 

ローマの信徒への手紙 5 章 

 

 6 実にキリストは、わたしたちがまだ弱かったころ、定められた時に、 

不信心な者のために死んでくださった。  
7 正しい人のために死ぬ者はほとんどいません。 

善い人のために命を惜しまない者ならいるかもしれません。  
8 しかし、わたしたちがまだ罪人であったとき、キリストがわたしたちのために 

死んでくださったことにより、神はわたしたちに対する愛を示されました。  
9 それで今や、わたしたちはキリストの血によって義とされたのですから、 

キリストによって神の怒りから救われるのは、なおさらのことです。  
10 敵であったときでさえ、御子の死によって神と和解させていただいたのであれば、 

和解させていただいた今は、御子の命によって救われるのはなおさらです。  
11 それだけでなく、わたしたちの主イエス・キリストによって、 

わたしたちは神を誇りとしています。 

今やこのキリストを通して和解させていただいたからです。 

＊＊＊＊ 

先週に続いて神様の恵みのみわざとしての「罪の赦し」「和解の祝福」を 

語りたいと思います。 

この手紙はパウロによって書かれたものですが、実に明確に神様が私たちに対して 

どのように関わってくださっているのか、教えてくれています。 

 

1）まだ弱かったころ：5：6 

2）罪人であったとき：5：8 

3）神の怒りから救われる：5：9 

4）敵であったとき：5：10 

 

弱かった時という言葉は英語ではヘルプレスという言葉が使われています。 

無能力という意味です。自分の心を清めるとか神との関係を修復するとかいう 

事柄について、私たちは自力ではまったく無能力なのです。 

でも、そんな状況だった私たちを神は愛し、キリストはいのちをかけて助けて 

くださったというのです。 

 



罪人というのは「神の基準からあらゆる意味でズレている、的外れに生きている存在」 

のことです。それ故に神の怒りの対象であり、神の裁きの対象であるはずなのに 

神はそういう私たちを憐れみ、キリストをお遣わしになり、イエス・キリストは私たちの 

ために死んでくださったのです。 

 

そして、キリストの死によって、神の怒りはことごとく、イエス様の上に乗せられ、 

私たちに対する神の怒りが完全になだめられたのだとパウロは教えます。 

本来は私たちが裁かれるはずでしたが、キリストが身代わりになられたのです。 

 

さらに、私たちは神の敵であったと書かれています。単に神の前で罪人だっただけでなく 

神に対して反抗し、反逆し、無視し、神を冒涜してきた存在であったのです。 

しかし、そんな私たちのために御子キリストが遣わされ、キリストの十字架での死によって 

神と和解が成立したのです。 

 

それによって、私たちはどのように変わったのか？ 

私たちは神と和解を経験し、神の愛と恵みを大きな出来事として心に受け取り 

さらに、神を誇りとして生きられるようになりました。 

神を誇りにするというのは、神様の存在自体を心から喜び、礼拝するという姿勢を 

持って生きるということです。 

神さまが何かをしてくれた、とか、してくれない、とか、関係なくその存在自体を 

大いに喜び、礼拝しながら生きるという姿勢です。 

神様が祈りに応えてくれないとか、神様がこれをしてくれたとか、してくれないとか 

関係なく、赦しと和解をもたらしてくださり、愛を示してくださった神様の存在を 

日々、大いに誇り、喜び、礼拝する心を持って生きられるようになるのです。 

何があっても、神様に「いてくれてありがとうございます」と心から伝えながら 

生きられるのです。 

これは大きな変化であり、心の一大変化なのです。 

礼拝の民として整えられるのです。 

 

赦しの恵み、神との関係修復、を喜んでおられますか？ 

神様に「いてくれてありがとうございます」という心を向けておられますか？ 

 

＊＊＊ 

Youtubeでの MACF礼拝映像はこちらです。 

https://youtu.be/-pnzPu-U8EA 

 

https://youtu.be/-pnzPu-U8EA

